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昭和50年度光市医師会
定時 総会
一一-------一一・←一-_.ー・←一一一一一-一-一一一

※日時 4月19日凶午後4.00 

※場所 光dj~砧金久旅館

※出席者 松村川正、両畠淑、田村勝司、竹

crli明二、日1[Jむな太郎、官恵哲、!盆欄

枝、近J様龍一、広山通男、渡辺貞雄、

中村琢夫、渡辺幹、丸岩巌、福本寿

雄、大野宗ニ、11.6橋建次、守友雅彦

f(!田位、 伊雌~.l;!二、 松前禎太郎、 問

中日彦、林平之、小嶋史郎 (24名)

※委任状提出者 河内山消、 1可凹俊男、友広

利親、中島怒介、弘中和彦、山井英

雄、篠山勝海、縄問和雄、井原広太

郎、、V悶ts.:'ll:)、中村国雄 (11名)
.~.総会経過

松村副会長、総会をl増併する旨を舎げ、

大野興事より出席布24名、委任状提出者

11名で総会成v.する乙とを下電言ーした後、田
尻議長、小的副議長、n・席しl.lIJ掲の通り林
医師会長より所むを表明する桟拶を行った

後、議長より守友靴彦氏、近藤龍一氏を議

事録署名委口に指名し主義・仰と人る。

@議案

1.号議案 IIR和49年度事業報告(承認事

引)

24f議案 昭和49年度会J十報告(承認、事

項)

3号議案 昭利関年度事業計両案(決議

事項)

4号議案昭如回年度収支P算案(決議

事項)

@審議

-1ー

l 号議案について Alrf.f'~，'J五より、 2号

議案についてはfJt雌.f'R'J五より提案理由説

明あり議長質疑を求め、異議なく承認さ

れた。 34f議案について林会長より提案

舟，由の説iリlあり、品長l:.t3号議案は次の

4号議案との関係が深いので、4号議案

理由説明後iζ 寸汚質疑を行ふょう求めた。

4号議案地明後、品i長質疑を求め次の様

な質問応答があった。

(1) 医師会世について所得制i戚課方式を

とり入れたらどうか。 (r~五品)

・:・答え:医師免乃才人のスライド的な

m加の点については良い由.もあ
るが、布々i問題もあると思がれ

るのでみ;年宣の検d事項とした

い(味会長)

!2) 貯金の自滅り現象のある状勢下にお

いて、基金の.illi111方法を与えたらどう

か(広山)

永容え:足(eJ¥UtIJを'I見明後、検，Hする

旨の先乏があった(林会長)

li!ú ，~1とよりも執行部において検

Aするよう t払，pYがあった。

(3) 本年!良は光diにおいて崎業医学会を
l銅催する乙とになったので」考慮顧いた

い(渡辺幹)

子容え:学会の共体的jlil!!Iを検討のう

え与臨したい(林会長)。

(41 4月16日の広壊救急医療懇談会にお

いて徳山医師会においては休日夜間診

療を実施する.ili由iがある。)¥:;r仰とおい
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ても問題となると思ふので、懇談会の

状況を伝えておく 、

..・答え:議長よりふ;問題は重要な問題

であるので執行部において充分

検Jし例会において報告するよ

う要請された。

以上の如く質疑応答の後議長賛否を求め全

員異議なく決議された。総会終了午後 5時4

5分

※ 昭和50年度事業計画

(1) 煎点目標

(1)正しい医療の実践形成を図る。

i2)地域社会との述帯の深化を推進する

(31会員愉祉の増進lζ努める。

(D) 事業，汁Iftj の概.~

w 
m 

(1)正しい医療の実践形成

μ}医の倫 PRの r~.:jf易ー

1ロ1医学医術の研修

¥2)地域社会との述帯

付}地域医療活劫の強化

(ロ)健康教向の推進

(3)会員の悩祉増進

(イ)部会活動の充実

(ロ)助成対策の強化

(4)その他l

(イl医師会機構の4整備

医師会長挨拶

本日、附間50年変光市医師会定時総会を開

催するにと当り、ご多忙の中を多数ど出席いた

だきまして有難うどざいます。

昭和49年安は、引き続く社会情勢の急変や、

医療費問題、祖説問題、或は参院選挙等各般

の面で厳傍の年でありました。

光市医師会では、年初、新執行部が発足し

1975 
ましTζが、会口の皆般の深拡なるご坪ー解と強

国な連帯!ζより、大過なき日を重ねる乙とが

できました。後刻、'Jj:~報告でも申し上げま

すが、担当月.慌をはじめ、皆織の並々ならぬ

数々のど協JJにより、月例会は例年iζなく活

発な研修的迎何がなされ、地域医療活動の中

で、住民保健対策としては、予防f妾挿・要領の

作成により業務の円滑化が凶られ、休日診療

は、fl!昨夜宅医mlJIJ{、休11、年末年始へ拡大

され、救急医療への諸対策がなされ、 呼吸涼

疾患調奇が始められ、.t人健診、成人病健診、

乳児健診、史lζ癌健診、被保者健診、大腿四

頭筋拘楠原世t;診、牛応III~1~a:会掠等への出務を

いただき、学校保結対策としては、児議:生徒

の休J)J骨強についての氏学的伴家を妥当と進め

ていただき、文、産業{単位対策としては、産

業医の在り方について、その態勢事備と具体

的な施策を進めていただきました。 rt報活動

面では、民師会報は勿論の ζ と、光市公報へ

も多大など盛ノJふいただきました。其他万般

にわたりいただきました数々のど協力に対し

衷心より以くお礼を申し上げます。

昭和50年度は、今迄の活動を蛍lζ強化し、

医療のより望ましい'点践を凶り、地域社会と

の迫帯を一段と推し進めていきたいと思って

おります。

医界の一部においては、地域社会からのみ

江らず、内部からも厳しい批判を浴びている

事例がありますが、乙れは、医療が本来の在

るべき委としての公共性を逸脱し、商業性へ

はみ出た為の結果とも受け取られます。医療

のもつ信義が正しく保持されねばなりません。

医師一人々々が、白からを高め、地域社会K

融け乙み、医療の公共性を持し続け、医師会

の活動も同じ道を歩んで行くならば、医師会
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そのものの存在は、より高い価値観を形成し

ていくのであり、それは、白からに還って、

会員の皆様の福祉につながると思うのであり

ます。

ノド日は乙れから臼程lとしたがい議事を進め

ていくのでありますが、どうぞ、活発な建設

的など意見を沢山陽わりまして執行部をど鞭

達していただきますようお願いしてど挨拶と

いたします。

医師蚕月面五事 i
※ 4月8日凶定例用事会於医師会館

午後7.初

O協議官項 (1)徳山保健所昭和田年賀検診

計両、(2)昭和田年安光市医師会定時総会

の議題及び内容の検討

O報告事項 (1)学校医業読lζ関する契約書

¥21予防接持委託lζ凋する覚書、(31結該定

期健診について、(41医語会名簿作製依頼

(5)昭拘49年世分公費助成制質協力費交付

金』とついて、(6)生保嘱託阪の推挙』とつい

て、(7)宝j住民の受付け、(8)全員の退会

※ 4刀19日凶 光市医師会昭和50年度定時

総会、於金久旅館、午後4.00 

会員の異動
1. 退会

田村緑郎先 生

(光製鍛所診療所)

昭和50年 3月31日付

(北九州市門司区緑ケ丘

緑ケ丘病院)

1975 
2. A会員え

守友雅彦先生

(上野医院)

昭和田年4月!日付

(光市相生町守友医院開業)

覚 書 (予防接種契約)

昭和49年4月1n光市長松岡満点男と社団

法人光市民師会長林挙之とのIIJHと締結した契

約書第3条iζ悲づき、昭和50年宣予防J妥結委

託料について、下記により支払いすることで

覚書を提示する。

記

1. 予防姥持ーの委託料は、 tll傍医師 1人1回

(2時間迄) 6，50D円として算出Lた額

とする。ただし、 l上むを得ず2時間を超え

た場合 1時間3.2 5 0円(1時間までの端

数については、 1時1mとみなす。)とする。
2. 支払いは、附伺50年7月木、12月20日及

び昭和51年3月末日までを一括し、それぞ

れ 1カ月以内に支払うものとする。この場

合、予防接祈同月IJ及び111務医師明細を付す

る。

昭和50年4月l臼

光市長松岡寿男

氏師会長林 孝之

徳山保健所
昭和50年度検診計画
(光市医師会に依頼)

.市名|勤務日'

光

" 
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緑友会ゴルフ

会長杯取切り戦
.，d柚，.JIIh.. ‘"IbtA，.-J".，倫...動4・...llt........・AllII‘t1fI".・

於柳井カントリークラブ 3月16日

氏 名 OUT 1 N GROSS HDCP NET RANK 

藤 中、I 4 4 4 9 9 3 1 2 8 1 

fc.--1J 続 5 5 5 6 1 1 1 2 8 8 3 

竹 5 4 5 9 113 2 5 8 8 

井 )J;i 5 5 5 2 107 3 6 7 1 催勝

f仏 UI 5 1 4 6 9 7 2 0 7 7 5 

お11 m 5 7 4 9 106 3 0 7 6 4 

" IJ 
81.g3 t 5 6 5 0 106 2 5 8 I 

人; 野 4 3 4 5 8 8 1 3 7 5 3、B、G

篠 5 7 5 7 1 1 4 3 6 7 8 

UI Jt 4 9 4 8 9 7 2 3 7 4 2 

，".・" 恵 5 3 5 4 107 1 8 8 9 B、B

弘i 本 7 2 7 1 143 3 6 107 

同 好 ム一
A

医謡会 大江春季大会に 参加
名誉師範 前回先生

能楽羽衣を披露
光市医師会医謡会 (会員、反元会員家族を含

む) は大II文 -:'UIS先生(~都市)門下の大江

観JE社春季大会 lζ~加した。

日時 4月20日{口)

場所 光df民ホー Jレ

出場者

梅 ~ f: (ぷぷ) 大野宗二藤村朴

通小町(長沼) 大谷ヒデ前田逸子

小袖f!?戎(能業) iUJ内山清藤村朴

羽次(能業) 前田俊男

海 t (仕暁) 雌村!直子

-4-
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昭和50年'立のii.:IL'j:総会も慌削姐Hζ終り、

光市民l~rfJ会の-'o l 'l llju)進路も決定した。や

がてむかえるS健やかな新械の季節の織に、

先らつとした市助を期待する 3

美しき砂』ζ小怯のみどりかな

(十朗)
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PしACENTA-SAUERBRUCH
新しいタイプの胃・十二指腸潰到底治療剤

五、-
15!健保適用白百直面証扇 。
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航 jt陸製薬格式会誌
・山市立JIIIJ一丁目 3・14

"造元 <:支底ー東京・福岡・札鰻・高総・ 出張所・山形 ・4公江・山口)
PROF.SAUERBRUCH-PRAPARATE BOTTGεR K G. BERLIN WEST 

動脈硬化性諸疾患の治療に

優れた作用を持った新薬を開発/

::11.1キ守ミ=a@錠
Il".， 
E圃iぷ
ChoIexa町前、

【2.2.6.6・Tetrakis(Niootinoyloxymethy I)oyolohexanol) 
一般名(I.N_N_>:エコモール(Nicomol>

⑫事ヨーリ号制

発行所光rli小川防 1633の2林医院内
光 氏 師 会
TEし0833(77)ー2061

発行 肴 林 考こ 之

続集者 会報編集委員会

印刷 所
光市御崎町

中村印刷株式会社
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